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A-Policy 重点事業方針



Ⅰ 

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
基
本
理
念

　

会
員
Ｊ
Ａ
と
の
一
体
的
な
事
業
運
営
に

よ
り
、
生
産
販
売
か
ら
購
買
ま
で
一
貫
す

る
総
合
経
済
事
業
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
組
合

員
の
営
農
と
生
活
の
向
上
に
貢
献
し
ま
す
。

Ⅱ 

基
本
方
針

１ 

．
国
内
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農

畜
産
物
の
輸
入
増
加
、
需
要
の
減
少
に

加
え
、
気
候
変
動
等
に
よ
る
生
産
状
況

へ
の
影
響
が
生
じ
て
お
り
、
経
営
規
模

の
大
小
に
係
わ
ら
ず
農
業
所
得
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
農
業
経
営
体
の
推
移
は
、
家

族
的
経
営
体
が
減
少
す
る
一
方
、
法
人

等
の
組
織
経
営
体
が
耕
地
面
積
を
拡
大

し
な
が
ら
増
加
し
て
お
り
、
長
野
県
内

に
お
い
て
も
大
規
模
経
営
体
と
小
規
模

経
営
体
の
二
極
化
が
一
層
鮮
明
に
な
っ

て
い
ま
す
。

２ 

．
農
畜
産
物
貿
易
交
渉
に
つ
い
て
は
、

米
国
を
除
く
新
協
定
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
な
ら
び

に
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
発
効
さ
れ
た
ほ
か
、

米
国
と
の
二
国
間
に
よ
る
日
米
物
品
貿

易
協
定
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
交
渉
の
決
定
な
ど
、

政
府
主
導
に
よ
る
自
由
貿
易
交
渉
が
加

速
し
、
農
業
者
の
大
き
な
不
安
と
な
っ

て
い
ま
す
。

３ 

．
長
野
県
Ｊ
Ａ
は
農
業
経
営
に
資
す
る

生
産
基
盤
の
維
持
拡
大
を
す
す
め
る
と

と
も
に
、
多
様
化
す
る
組
合
員
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
を
急
ぎ
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の

進
展
を
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

４ 

．
こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
全
農
長
野

県
本
部
は
、「
Ｊ
Ａ
長
野
県
次
期
長
期

構
想
・
３
カ
年
計
画
」
に
お
け
る
事
業

別
・
分
野
別
指
針
と
の
連
動
を
は
か
り
、

Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
収
支
改
善
に
積
極
的

に
関
与
し
、
農
協
改
革
の
取
り
組
み
を

加
速
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
・
県

域
お
よ
び
子
会
社
の
統
一
し
た
戦
略
の

も
と
、
効
率
的
一
体
的
事
業
運
営
体
制

に
よ
り
農
業
所
得
の
増
大
お
よ
び
地
域

の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

５ 

．
更
に
、
県
本
部
総
合
経
営
管
理
制
の

堅
持
に
よ
り
、
部
門
別
事
業
競
争
力
強

化
と
経
営
基
盤
の
確
立
を
は
か
り
、
県

域
結
集
の
拡
大
と
結
集
成
果
を
反
映
し

た
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
へ
の
メ
リ
ッ
ト
還
元

に
努
め
ま
す
。

【
事
業
運
営
の
基
本
目
標
】

１ 

．
積
極
的
な
生
産
振
興
に
基
づ
く
農
業

生
産
基
盤
の
維
持
強
化

２ 

．
販
売
力
強
化
と
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る

農
家
組
合
員
の
手
取
り
最
大
化

３ 

．
経
済
事
業
拠
点
の
合
理
的
・
効
率
的

な
運
営
整
備

【
経
営
管
理
の
基
本
】

　

経
営
管
理
体
制
の
高
度
化
と
県
本
部
総

合
経
営
管
理
制
の
堅
持

Ⅲ　

経
営
方
針

１
．
総
供
給
販
売
高
計
画
（
年
度
別
）

２
０
１
９
年
度　

２
，
７
７
５
億
円

　
　

生
産
振
興
部 
２
億
２
，
５
０
０
万
円

　
　

生
産
販
売
部

 

１
，
５
８
１
億
７
，
５
０
０
万
円

　
　

生
産
購
買
部 

３
６
４
億
円

　
　

畜
産
酪
農
部 

３
２
３
億
円

　
　

生
活
部 

５
０
４
億
円

２
０
２
０
年
度　

２
，
７
７
９
億
円

　
　

生
産
振
興
部 

２
億
２
，
５
０
０
万
円

　
　

生
産
販
売
部

 

１
，
５
９
１
億
７
，
５
０
０
万
円

　
　

生
産
購
買
部 

３
６
４
億
円

　
　

畜
産
酪
農
部 

３
２
２
億
円

　
　

生
活
部 

４
９
９
億
円

２
０
２
１
年
度　

２
，
７
８
５
億
円

　
　

生
産
振
興
部 

２
億
３
，
０
０
０
万
円

　
　

生
産
販
売
部

 

１
，
５
９
８
億
７
，
０
０
０
万
円

　
　

生
産
購
買
部 

３
６
５
億
円

　
　

畜
産
酪
農
部 

３
２
２
億
円

　
　

生
活
部　

 

４
９
７
億
円

※ 

総
供
給
販
売
高
に
は
内
部
販
売
を
含
み

ま
す
。

２
．
税
引
前
当
期
利
益

　

３
億
２
千
万
円
（
税
引
後
１
億
９
千
万

円
）
と
し
ま
す
。

３
．
奨
励
施
策

　

施
策
の
選
択
と
集
中
を
は
か
り
、
事
業

基
盤
の
確
立
と
担
い
手
総
合
支
援
対
策
に

資
す
る
重
点
的
・
効
率
的
な
事
業
奨
励
と

し
ま
す
。

４
．
事
業
管
理
費

　

業
務
の
効
率
化
に
よ
り
事
業
管
理
費
の

圧
縮
に
努
め
ま
す
。

５
．
機
構
･
要
員

　
Ｊ
Ａ
・
子
会
社
と
の
一
体
的
な
事
業
運

営
・
農
業
生
産
基
盤
強
化
・
販
売
力
強
化

等
の
確
実
な
実
践
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
・
子
会

社
と
の
人
事
交
流
も
含
め
効
率
的
な
事
業

体
制
と
機
能
発
揮
に
向
け
た
機
構
・
要
員

配
置
と
し
ま
す
。

６
．
施
設
投
資
・
シ
ス
テ
ム
開
発
・
外
部
出
資

　

財
務
の
健
全
性
を
基
本
に
置
き
、
事
業

の
将
来
展
望
・
戦
略
性
お
よ
び
必
要
性
・

費
用
対
効
果
・
緊
急
性
を
十
分
検
討
し
、

投
資
回
収
基
準
（
３
年
単
黒
・
５
年
累
損

解
消
・
10
年
投
資
回
収
）
に
沿
っ
て
す
す

め
ま
す
。

 

Ⅳ　

事
業
方
針

１
．
農
業
振
興
事
業

⑴ 

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
起
点
と
し
た
生
産

振
興
を
推
進
し
、
多
収
性
と
労
働
生
産

性
向
上
が
望
め
る
生
産
技
術
の
普
及
推

進
や
栽
培
品
目
の
複
合
化
に
よ
る
経
営

基
盤
強
化
策
を
提
案
し
、
併
せ
て
Ｊ
Ａ

営
農
技
術
員
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
、

生
産
規
模
の
維
持
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。

⑵ 

生
産
振
興
に
連
動
し
て
、
生
産
安
定
と

収
量
増
を
目
指
し
た
施
設
化
を
す
す
め

る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
農
業
や
養

液
栽
培
な
ど
の
高
度
技
術
の
普
及
推
進

を
は
か
り
ま
す
。

⑶ 

経
営
規
模
拡
大
や
労
働
力
不
足
・
高
齢

化
に
対
応
し
た
農
作
業
の
機
械
化
を
推

進
す
る
た
め
、
農
機
レ
ン
タ
ル
事
業
・

収
穫
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
育
成
や
収
穫
作

業
請
負
の
仕
組
み
等
の
構
築
を
す
す
め

ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

に
向
け
、
関
係
部
署
と
連
携
し
て
情
報

収
集
と
研
究
を
は
か
り
ま
す
。

⑷ 

生
産
振
興
を
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
優

良
種
苗
の
安
定
供
給
体
制
は
不
可
欠
で

あ
る
た
め
、
優
良
種
苗
の
安
定
生
産
に

向
け
た
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

⑸ 

Ｇ
Ａ
Ｐ
基
準
の
準
拠
を
す
す
め
安
全
安

心
シ
ス
テ
ム
の
普
及
拡
大
等
に
よ
り
、

安
全
安
心
な
信
州
農
産
物
の
安
定
生

産
・
供
給
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま

す
。

２
．
生
産
販
売
事
業

⑴ 

主
力
品
目
の
需
要
に
見
合
っ
た
計
画
生

産
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
く
生
産
販
売
企
画
提

案
に
よ
り
、
生
産
振
興
と
集
荷
力
の
向

上
を
は
か
り
ま
す
。

⑵ 

生
産
者
手
取
り
の
最
大
化
に
向
け
た
販

売
力
の
強
化
の
た
め
、
重
点
実
需
者
へ

の
総
合
品
目
に
よ
る
安
定
供
給
体
制
の

確
立
と
、
機
能
の
高
い
卸
売
会
社
と
の

連
携
強
化
を
す
す
め
ま
す
。

⑶ 

顧
客
か
ら
要
望
の
高
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商

品
や
一
次
加
工
商
品
な
ど
の
開
発
力
や

対
応
力
を
強
化
し
、
付
加
価
値
を
高
め

た
商
品
提
供
に
よ
り
農
業
所
得
の
向
上

を
は
か
り
ま
す
。

⑷ 

広
域
的
な
視
点
か
ら
の
集
出
荷
体
制
の

整
備
や
施
設
の
共
同
利
用
を
す
す
め
る

と
と
も
に
、
よ
り
効
率
的
な
輸
送
体
系

の
構
築
に
よ
り
物
流
の
安
定
化
を
は
か

り
ま
す
。

⑸ 

長
野
米
の
需
要
に
基
づ
く
計
画
的
な
生

産
と
系
統
結
集
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、

商
品
力
と
営
業
力
の
向
上
に
よ
る
農
業

所
得
の
増
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
．
生
産
購
買
事
業

⑴ 

包
装
資
材
事
業
は
、
販
売
部
署
と
連
携

し
た
積
極
的
な
規
格
の
集
約
化
お
よ
び

過
剰
包
装
の
見
直
し
提
案
に
よ
る
コ
ス

ト
抑
制
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
パ

レ
ッ
ト
輸
送
に
よ
る
効
率
的
な
青
果
物

輸
送
に
適
し
た
出
荷
資
材
の
統
一
規
格

設
定
を
す
す
め
ま
す
。

⑵ 

肥
料
農
薬
事
業
は
、
Ｂ
Ｂ
肥
料
の
原
料

集
約
・
見
直
し
、
農
薬
大
型
規
格
の
拡

充
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
と
予
約
率
向
上

対
策
に
よ
る
需
要
結
集
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
大
規
模
経
営
体
へ
の
直
行

配
送
方
式
の
拡
大
や
土
壌
診
断
に
基
づ

く
「
わ
た
し
の
肥
料
」
の
提
案
推
進
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑶ 

Ｊ
Ａ
資
材
店
舗
・
物
流
拠
点
の
再
編
・

整
備
で
は
、
店
舗
運
営
の
相
談
支
援
お

よ
び
県
域
物
流
拠
点
の
補
完
機
能
強
化

な
ど
に
取
り
組
み
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
収
支

改
善
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
発

注
・
仕
入
業
務
の
効
率
化
に
向
け
た
シ

ス
テ
ム
開
発
を
す
す
め
ま
す
。

⑷ 

農
業
機
械
事
業
は
、
低
価
格
モ
デ
ル
農

機
の
共
同
購
入
、
県
内
需
要
実
態
に

合
っ
た
県
域
推
奨
型
式
の
機
種
拡
大
、

共
同
利
用
（
レ
ン
タ
ル
等
）
の
促
進
お

よ
び
買
取
強
化
に
よ
る
中
古
機
流
通
の

拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
協
同

経
営
は
、
健
全
経
営
と
効
率
的
な
事
業

拠
点
体
制
の
構
築
を
す
す
め
ま
す
。

⑸ 

施
設
住
宅
事
業
は
、
施
主
代
行
を
基
本

と
し
て
一
級
建
築
士
事
務
所
に
よ
る
専

門
性
を
発
揮
し
た
設
計
・
工
事
監
理
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
機
能
向
上
に
よ
る
農
業
施
設
の
高

中
期
事
業
計
画

（
2
0
1
9
〜
2
0
2
1
年
度
）
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A-Policy

度
化
・
再
編
へ
の
対
応
強
化
な
ら
び
に

組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
住
環
境
改
善

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

４
．
畜
産
酪
農
事
業

⑴ 

生
産
基
盤
を
維
持
し
販
売
数
量
を
確
保

す
る
た
め
に
、
空
き
畜
舎
の
活
用
に
よ

る
生
産
補
完
体
制
の
取
り
組
み
を
す
す

め
る
と
と
も
に
、
素
畜
・
初
妊
牛
供
給

体
制
の
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

⑵ 

信
州
産
畜
産
物
な
ら
び
に
乳
製
品
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上
に
よ
る
販
売
強
化
お
よ

び
生
産
性
向
上
に
よ
る
農
家
所
得
の
増

加
を
す
す
め
ま
す
。

⑶ 

県
本
部
生
産
農
場
は
、
和
子
牛
や
乳
牛

初
妊
牛
の
県
内
供
給
、
肥
育
素
子
豚
の

安
定
生
産
、
乳
牛
預
託
の
受
け
入
れ
な

ど
を
通
じ
て
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
し
、
県
内
生
産
基
盤
の
維
持
拡
大
を

は
か
り
ま
す
。

⑷ 

営
農
指
導
体
制
強
化
な
ら
び
に
生
産
基

盤
対
策
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
一
体

化
し
た
事
業
展
開
を
す
す
め
る
と
と
も

に
、
地
域
畜
産
酪
農
営
農
セ
ン
タ
ー
は

機
能
強
化
と
新
た
な
設
置
に
取
り
組
み

ま
す
。

⑸ 

県
内
食
肉
処
理
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
関
係
者
と
の
協
議
を
継
続
し
ま
す
。

５
．
生
活
事
業

⑴ 

燃
料
事
業
は
、
事
業
基
盤
の
整
備
お
よ

び
県
域
の
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
化
を

含
む
次
期
事
業
体
制
の
検
討
を
す
す
め

ま
す
。
石
油
事
業
は
、
系
統
結
集
に
よ

る
数
量
を
背
景
と
し
た
仕
入
強
化
と
農

業
用
燃
料
支
援
対
策
の
拡
充
を
す
す
め

る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
別
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
実
践
に
よ
る
収
支
改
善
を
す
す
め

ま
す
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
は
、
保
安
の
確

保
と
環
境
変
化
に
対
応
し
た
営
業
体
制

の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ホ
ー
ム
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
は
、
組
合
員
向
け
電
力

供
給
開
始
に
向
け
た
事
業
構
築
を
す
す

め
ま
す
。

⑵ 

Ｓ
Ｓ
協
同
経
営
事
業
は
、
燃
料
油
お
よ

び
カ
ー
メ
ン
テ
収
益
の
確
保
お
よ
び
Ｊ

Ａ
と
の
連
携
を
よ
り
強
化
し
、
収
支
改

善
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
基
本
接

客
、
５
Ｓ
活
動
を
生
か
し
た
店
舗
作
り

と
計
画
的
な
研
修
に
よ
る
人
材
育
成
を

す
す
め
ま
す
。

⑶ 

自
動
車
事
業
は
、
新
銘
柄
導
入
に
よ
る

営
農
車
取
扱
体
制
の
見
直
し
を
す
る
と

と
も
に
、
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
エ

コ
カ
ー
市
場
の
変
化
に
対
応
で
き
る
販

売
・
整
備
体
制
の
構
築
を
す
す
め
ま
す
。

⑷ 

生
活
事
業
に
お
け
る
宅
配
事
業
は
、
新

規
会
員
獲
得
推
進
の
強
化
に
よ
る
「
お

ま
か
せ
会
員
戸
数
」
の
維
持
と
Ｊ
Ａ
お

よ
び
県
域
業
務
の
効
率
化
に
よ
る
収
支

改
善
を
す
す
め
ま
す
。
組
織
事
業
は
、

組
合
員
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
品
目
提
案
と

県
域
推
進
体
制
構
築
に
よ
る
事
業
強
化

を
す
す
め
ま
す
。
物
流
事
業
は
、
効
率

的
な
配
送
体
制
に
向
け
て
配
送
拠
点
の

集
約
・
統
合
を
す
す
め
ま
す
。
家
庭
薬

事
業
は
、「
健
康
増
進
事
業
」
と
し
て

の
配
置
家
庭
薬
の
普
及
推
進
体
制
の
強

化
と
新
た
な
事
業
体
制
の
協
議
を
す
す

め
ま
す
。

⑸ 

セ
レ
モ
ニ
ー
事
業
は
、「
Ｊ
Ａ
総
合
事

業
」と「
Ｊ
Ａ
虹
の
ホ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
」

が
連
携
す
る
葬
儀
相
談
体
制
の
強
化
と
、

次
世
代
の
組
合
員
・
利
用
者
の
利
用
に

つ
な
が
る
「
Ｊ
Ａ
虹
の
ホ
ー
ル
グ
ル
ー

プ
」
統
一
活
動
を
す
す
め
ま
す
。

⑹ 

新
た
な
事
業
と
し
て
、
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商

取
引
）
を
活
用
し
た
事
業
方
式
の
構
築

を
す
す
め
ま
す
。

　
６
．
経
営
管
理

⑴ 
県
域
結
集
お
よ
び
事
業
競
争
力
の
強
化

に
よ
る
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
へ
の
メ
リ
ッ
ト

還
元
を
基
本
と
す
る
県
本
部
総
合
経
営

管
理
を
堅
持
し
ま
す
。

⑵ 

事
業
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
た
県
本
部

機
能
に
見
合
う
部
門
別
収
支
の
検
証
と

見
直
し
に
よ
り
、
事
業
管
理
費
の
精
査

お
よ
び
管
理
コ
ス
ト
の
節
減
に
努
め
、

経
営
の
安
定
化
を
す
す
め
ま
す
。

⑶ 

業
務
に
係
る
法
令
研
修
や
相
談
機
能
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
斉
事
業
点

検
検
証
や
内
部
業
務
点
検
を
通
じ
て
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
重
点
管
理
す
べ

き
リ
ス
ク
（
食
品
表
示
、
労
務
管
理
、

法
令
違
反
、
労
働
災
害
等
）
の
未
然
防

止
を
推
進
し
ま
す
。

⑷ 

県
本
部
総
合
経
営
管
理
制
を
担
う
業
務

体
制
を
効
率
化
す
る
と
と
も
に
、
職
員

の
能
力
開
発
・
人
材
育
成
を
は
か
り
、

Ｊ
Ａ
・
子
会
社
と
の
一
体
的
事
業
遂
行

お
よ
び
自
己
改
革
の
実
践
の
た
め
の
多

様
な
雇
用
形
態
に
よ
る
要
員
体
制
を
確

立
し
ま
す
。
併
せ
て
、
働
き
方
の
見
直

し
を
行
い
、
適
切
な
労
務
管
理
体
制
を

推
進
し
ま
す
。

⑸ 

Ｊ
Ａ
長
野
県
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
行
政
機

関
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
効
果
的
な

広
報
活
動
と
、
地
域
に
貢
献
す
る
組
織

広
報
を
す
す
め
ま
す
。

⑹ 

子
会
社
は
、
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
整

備
お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
の

推
進
に
よ
る
健
全
経
営
管
理
を
は
か
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
経
済
事
業
の
補
完
機

能
強
化
を
す
す
め
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
は
総
供
給
販

売
高
１
９
２
億
５
千
２
百
万
円
を
目
標
に

事
業
推
進
を
し
て
き
ま
し
た
。

【
米
穀
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
】

　

平
成
29
年
産
米
の
長
野
県
の
作
況
指
数

は
「
１
０
１
」、
集
荷
数
量
は
６
９
，

３
０
０
ト
ン
と
な
り
ま
し
た
。
主
食
う
る

ち
米
は
、
期
中
で
相
対
基
準
価
格
を
引
き

上
げ
改
定
（
２
０
１
８
年
１
月
12
日
よ
り

改
定 

コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ
き
た
こ
ま
ち
）
し
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
Ａ
地
区
１
５
，
３
０
０
円
／

俵
・
あ
き
た
こ
ま
ち
１
４
，
５
０
０
円
／

俵
で
契
約
を
完
了
。
２
０
１
８
年
12
月
に

本
精
算
を
実
施
し
、
主
食
米
平
均
で
約

９
７
０
円
／
俵
の
本
精
算
（
前
年
産
対
比

１
２
１
％
）
に
至
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
産
米
の
長
野
県
作
況
指
数
は

「
１
０
０
」
と
な
り
、
１
月
末
現
在
の
集

荷
数
量
は
６
８
，
９
０
０
ト
ン
（
前
年
産

対
比
96
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

猛
暑
で
の
高
温
障
害
に
よ
る
品
質
低
下

が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
軽
胴
割
粒
が
散

見
さ
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
り
、
品
位
を
示

す
主
食
う
る
ち
米
の
１
等
比
率
は
１
月
末

現
在
で
97
・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
相
対
基
準
価
格
は
、
出
来
秋
の
販

売
開
始
か
ら
２
０
１
９
年
１
月
28
日
よ
り

コ
シ
ヒ
カ
リ
・
あ
き
た
こ
ま
ち
の
価
格
を

上
げ
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
Ａ
地
区
は
１
５
，

６
０
０
円
／
俵
、
あ
き
た
こ
ま
ち
は
１
４
，

７
０
０
円
／
俵
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
重
点
推
進
事
項
に
つ
い
て
】

① 

平
成
30
年
産
米
の
集
荷
は
、
29
年
産
米

に
続
き
概
算
金
の
引
き
上
げ
、
米
穀
事

業
基
盤
強
化
奨
励
の
活
用
に
よ
る
集
荷

対
策
に
よ
り
集
荷
数
量
の
積
上
げ
を
図

り
ま
し
た
。
概
算
金
（
１
俵
あ
た
り
）

は
コ
シ
ヒ
カ
リ
Ａ
地
区
で
１
８
０
円
、

あ
き
た
こ
ま
ち
・
風
さ
や
か
で
１
２
０

円
、
前
年
産
よ
り
引
き
上
げ
を
行
い
ま

し
た
。

② 

平
成
30
年
産
米
の
販
売
は
、
積
極
的
に

複
数
年
契
約
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、
30
年
産
で
の
複
数
年
契
約
は
29
年

産
を
５
，
５
０
０
ト
ン
上
回
る
３
０
，

８
０
０
ト
ン
の
契
約
と
な
り
ま
し
た
。

③ 

消
費
拡
大
対
策
と
し
て
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ

「
生
産
者
」「
木
曽
少
年
相
撲
ク
ラ
ブ
」

「
松
本
国
際
高
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
」「
長
野
東
高
校
陸
上
競
技
部
女
子

駅
伝
チ
ー
ム
」
編
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
投

入
し
ま
し
た
。ま
た
、新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
企
画
し
、
県
内
卸
売
会
社
と
共
に

消
費
拡
大
に
努
め
ま
し
た
。

④ 

長
野
米
の
輸
出
と

し
て
、
重
点
取
引

先
で
あ
る
東
洋
ラ

イ
ス
㈱
と
連
携
。

「
金
芽
米
」
等
の

高
付
加
価
値
米
商

品
に
よ
り
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
を
重
点

国
と
し
て
展
開
し

て
い
ま
す
。

⑤ 

「
平
成
30
年
以
降

の
米
穀
事
業
の
あ

り
方
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」お
よ
び「
長

野
県
本
部
自
己
改
革
強
化
策
」
に
基
づ

き
、
31
年
産
長
野
米
販
売
計
画
の
策
定
、

30
年
産
米
か
ら
の
県
本
部
買
取
販
売
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
30

年
産
米
で
は
実
需
者
直
接
営
業
６
３
，

０
０
０
ト
ン
の
達
成
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

平
成
30
年
度 

米
穀
中
期
事
業
計
画
の
進
捗
状
況

米穀課

米袋に貼付した新米キャンペーンの広告

重点事業方針
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A-Policy

【
平
成
30
年
度
事
業
概
要
】

　

平
成
30
年
度
事
業
は
、
供
給
高
計
画

１
５
５
億
円
を
目
標
に
、
果
実
、
野
菜
、

き
の
こ
、
花
き
の
各
品
目
で
事
業
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
重
点
実
需
者
（
生
協
、
量
販
店
、

加
工
・
業
務
顧
客
等
）
と
の
連
携
を
強
化

し
、
本
県
産
青
果
物
・
花
き
の
売
場
確
保

と
信
州
ブ
ラ
ン
ド
で
の
総
合
宣
伝
お
よ
び

実
需
者
開
拓
に
努
め
ま
し
た
。

　

果
実
関
係
で
は
、
春

先
の
温
暖
化
の
影
響
か

ら
生
育
が
大
幅
に
前
進

化
し
た
こ
と
に
加
え
、

度
重
な
る
気
象
災
害
の

被
害
も
あ
り
、
企
画
面

で
は
非
常
に
難
し
い
年

と
な
り
ま
し
た
が
、
リ

ン
ゴ
、
ブ
ド
ウ
を
中
心

に
新
規
企
画
提
案
に
努

め
ま
し
た
。
野
菜
関
係

で
は
重
点
実
需
者
中
心

に
契
約
取
引
を
基
本
と

し
た
安
定
供
給
、
責
任

供
給
に
努
め
、
あ
わ
せ

て
業
務
加
工
用
途
向
け

の
拡
充
に
よ
り
取
扱
目

標
の
達
成
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
き
の

こ
関
係
で
は
事
前
企
画
提
案
の
徹
底
と
新

規
取
引
先
の
開
拓
を
進
め
、
年
間
を
通
じ

て
売
場
が
確
保
さ
れ
る
営
業
展
開
を
推
進

し
ま
し
た
。
花
き
関
係
で
は
既
存
品
目
の

取
引
拡
大
や
新
規
品
目
提
案
に
よ
り
取
扱

実
績
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
重
点
取
組
み
事
項
】

１
． 

顧
客
確
保
に
向
け
た

　
　

積
極
的
営
業
展
開

　

 　

総
合
品
目
供
給
産
地
と
し
て
の
強
み

を
生
か
し
た
営
業
展
開
を
基
本
に
、
職

員
全
員
が
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
の
認

識
統
一
の
も
と
、
積
極
的
な
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
品
目
固
有
の

宣
伝
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ト
ラ
ッ

ク
セ
ー
ル
な
ど
集
客
力
の
あ
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
企
画
を
提
案
・
実
施
し
、年
々

成
果
の
上
が
る
販
促
へ
と
進
化
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

２
．
商
品
供
給
力
の
強
化
に
よ
る

　
　

信
頼
関
係
構
築

　

 　

生
産
状
況
に
応
じ
た
新
鮮
な
情
報
提

供
を
行
い
、
商
品
供
給
力
を
強
化
す
る

こ
と
で
実
需
者
が
重
視
す
る
安
定
供
給

を
図
り
、
信
頼
関
係
を
維
持
・
構
築
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

３
．
商
品
提
案
力
の
充
実
・
強
化

　

 　

実
需
者
が
求
め
る
規
格
、
包
装
形
態

を
開
発
す
る
と
共
に
、
セ
ッ
ト
商
品
や

大
容
量
規
格
商
品
を
積
極
的
に
提
案
す

る
こ
と
で
、
取
扱
量
の
拡
大
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

４
．
長
野
県
産
農
産
物
の
高
付
加
価
値
化

　

 　

年
々
激
化
す
る
流
通
や
物
流
に
対
応

し
た
規
格
、
形
態
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、

生
産
、
流
通
、
消
費
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

の
皆
様
に
喜
ば
れ
る
商
品
開
発
を
日
々

目
指
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他

業
種
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
認
知
度

向
上
と
消
費
喚
起
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

生
産
販
売
部
営
業
課
事
業
計
画
の
進
捗
状
況

生産販売部
営業課

オークワパームシティ店トラックセール

　

㈱
長
野
エ
ー
コ
ー
プ
サ
プ
ラ
イ
で
は
、

２
０
１
７
年
７
月
よ
り
「
墓
所
清
掃
」「
墓

所
現
状
確
認
」
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
み
を
開

始
し
ま
し
た
。
開
始
当
初
は
、
Ｊ
Ａ
松
本

ハ
イ
ラ
ン
ド
管
内
の
み
で
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
・
Ｊ
Ａ
大
北
管
内

と
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
の
実
績
と
し
て
１
１
０
件
余
り
の

「
墓
所
清
掃
」
を
手
掛
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
「
墓
所
清
掃
」
事
業
は
、虹
の
ホ
ー

ル
を
ご
利
用
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
か
ら
、

「
法
事
や
お
盆
、
春
・
秋
彼
岸
の
前
に
お

墓
を
き
れ
い
に
し
た
い
け
ど
汚
れ
や
コ
ケ

が
な
か
な
か
落
ち
な
い
」「
足
腰
が
弱
っ

て
お
墓
掃
除
が
で
き
な
い
」「
ご
先
祖
様

が
眠
る
お
墓
を
い
つ
も
き
れ
い
に
し
た

い
」
と
い
う
声
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
大

切
な
方
が
眠
る
お
墓
を
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
清
掃
さ
せ
て
い
た
だ
く
「
葬
儀
後

関
連
サ
ー
ビ
ス
」
で
す
。「
墓
所
清
掃
」
は
、

高
圧
の
洗
浄
機
で
汚
れ
等
を
落
と
し
、
落

と
し
き
れ
な
い
汚
れ
は
、
墓
石
を
傷
め
な

い
よ
う
、
極
力
洗
剤
な
ど
を
使
用
せ
ず
手

洗
い
し
ま
す
。ま
た
、墓
所
の
立
地
に
よ
っ

て
は
、
使
用
す
る
水
、
高
圧
洗
浄
機
、
清

掃
道
具
一
式
を
墓
所
ま
で
運
ぶ
大
変
な
重

労
働
と
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
し
か
し
、

清
掃
終
了
後
に
お
客
様
か
ら
感
謝
の
言
葉

を
い
た
だ
い
た
時
は
、「
お
役
に
立
て
て

本
当
に
良
か
っ
た
」
と
、
達
成
感
も
ひ
と

し
お
で
す
。

　

ま
た
「
墓
所
状
況
確
認
」
事
業
は
、
お

客
様
が
遠
方
に
い
ら
し
て
、
な
か
な
か
お

墓
参
り
に
行
け
な
い
方
・
地
震
や
台
風
等

の
後
で
お
墓
の
状
況
が
気
に
な
る
方
の
た

め
に
始
め
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
墓
所
周
辺

の
ゴ
ミ
等
を
清
掃
し
、
写
真
撮
影
を
行
い

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

葬
祭
事
業
は
、
葬
儀
の
小
規
模
化
や

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
事
業
の
環
境
は
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

以
上
に
お
客
様
の
声
に
敏
感
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。「
墓
所
清
掃
」「
墓
所
現
状

確
認
」
サ
ー
ビ
ス
は
、
そ
ん
な
声
に
応
え

る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

次
年
度
は
長
野
エ
リ
ア
で
も
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
で
き
る
よ
う
準
備
中
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
組
合
員
・
地
域
の
皆
様
に

「
喜
ん
で
も
ら
え
る
事
業
」「
利
用
し
て
も

ら
え
る
事
業
」
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

セ
レ
モ
ニ
ー
事
業「
墓
所
清
掃
」の
取
組
み

生活課
㈱長野エーコープ
サプライ

高圧洗浄機による清掃

墓所清掃後墓所清掃前

重点事業方針
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Ｊ
Ａ
全
農
長
野
農
業
機
械
課
は
１
月
18
日
㈮
、
次
期
中
期
３
ヵ
年
計
画
に
掲

げ
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
促
進
に
向
け
た
最
先
端
農
業
機
械
の
研
究
・
導
入
」
の

取
組
み
の
第
一
歩
と
し
て
「
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
製
ド
ロ
ー
ン
取
組
み
検
討
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
参
集
者
は
、
県
本
部
内
関
係
部
署
（
生
産
販
売
企
画
課
、

米
穀
課
、
生
産
資
材
課
、
農
業
機
械
課
）
の
他
、
県
農
政
部
農
業
技
術
課
、
県

営
農
セ
ン
タ
ー
の
関
係
者
の
方
々
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
農
薬
散
布
は
２
０
１
６
年
に
開
始
さ
れ
、
翌
年
度
の
農
薬
散
布

面
積
は
無
人
ヘ
リ
の
０
・
８
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
前
年
比
は
ド
ロ
ー
ン
１
，

２
１
３
％
、
無
人
ヘ
リ
99
％
と
大
き
く
伸
長
し
て
い
ま
す
。

　

ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
製
ド
ロ
ー
ン
は
、
完
全
自
動
飛
行
す
る
技
術
開
発
に
成
功

し
て
お
り
、
今
後
の
自
動
操
縦
タ
イ
プ
の
ド
ロ
ー
ン
の
解
禁
に
向
け
て
の
普
及

と
、
作
物
の
上
空
30
㎝
の
低
飛
行
に
よ
る
ド
リ
フ
ト
低
減
効
果
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

検
討
会
で
は
㈱
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
社
よ
り
、

機
体
の
特
徴
や
機
能
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

多
く
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ド
ロ
ー
ン
を
は
じ
め
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に

お
け
る
最
先
端
農
業
機
械
が
持
つ
可
能
性
は

非
常
に
大
き
く
、
生
産
性
向
上
と
労
働
力
不

足
対
応
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
課
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
農
作
業
の
省
力
化
と
生
産
コ
ス
ト
低
減

に
取
り
組
み
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
研
究
・
導
入
へ
の
第
一
歩

ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
製
ド
ロ
ー
ン

取
組
み
検
討
会

　

Ｊ
Ａ
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー
は
１
月
30
日
㈬
、

Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
、
栽
培
技
術
の
更
な
る
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
と
取
組
み
拡
大
を
目
的
に
、「
り

ん
ご
高
密
植
わ
い
化
栽
培
推
進
大
会
」
を
初
め

て
開
催
し
、
県
内
の
リ
ン
ゴ
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
果

樹
技
術
員
１
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
小
池
洋
男
技
術

顧
問
と
三
村
貞
美
技
術
審
議
役
か
ら
、
高
密
植

わ
い
化
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
や
目
的
の
再
確
認
、

技
術
上
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
取

組
事
例
と
し
て
Ｊ
Ａ
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド
と
Ｊ
Ａ

上
伊
那
の
職
員
お
よ
び
生
産
者
代
表
か
ら
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
若
い
生
産
者
の
意
欲
的
な
面

積
拡
大
と
多
様
な
雇
用
形
態
の
説
明
に
刺
激
を

受
け
、
Ｊ
Ａ
の
垣
根
を
超
え
生
産
者
間
で
の
活

発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
ン
ゴ
の
「
高
密
植
わ
い
化
栽
培
」
は
、
早

期
多
収
と
品
質
・
商
品
化
率
の
高
位
安
定
、
栽

培
管
理
作
業
の
効
率
化
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
、

オ
ラ
ン
ダ
や
イ
タ
リ
ア
南
チ
ロ
ル
な
ど
の
先
駆

的
な
国
・
地
域
か
ら
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
中
国
、
韓
国
な
ど
世
界

各
国
で
拡
大
が
進
み
、
21
世
紀
の
リ
ン
ゴ
栽
培

の
世
界
標
準
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

県
内
で
は
２
０
０
６
年
か
ら
取
組
み
の
検
討

が
始
ま
り
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
小
池
顧
問
の
得

た
知
見
に
基
づ
き
、
ま
た
長
野
県
果
樹
試
験
場

が
選
抜
し
た
Ｍ
・
９
ナ
ガ
ノ
（
わ
い
性
台
木
）

の
譲
渡
を
受
け
、
上
伊
那
郡
箕
輪
町
の
柴し

ば

壽ひ
さ
し

氏

の
圃
場
で
台
木
を
増
や
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
頃
か
ら
ト

※

ー
ル
ス
ピ
ン
ド
ル
仕
立

て
に
よ
る
「
高
密
植
わ
い
化
栽
培
」
を
進
め
、

現
在
、
県
内
で
の
高
密
植
わ
い
化
栽
培
の
面
積

は
、
約
３
２
３
ha
ま
で
拡
大
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

早
く
も
、
第
２
回
目
の
開
催
を
要
望
す
る
声

も
あ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
は
果
実
課
と
と
も
に
引

き
続
き
、
技
術
・
苗
木
供
給
を
含
め
J
A
と
連

携
し
て
、
高
密

植
わ
い
化
栽
培

の
拡
大
お
よ
び

生
産
者
の
手
取

り
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま

す
。

※
１
本
の
主
幹
を
添

え
竹
な
ど
に
固
定
し

て
垂
直
に
維
持
し
、

発
生
す
る
側
枝
を
下

垂
さ
せ
て
管
理
す
る

手
法

栽
培
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
取
組
み
拡
大
を
狙
う

り
ん
ご
高
密
植
わ
い
化
栽
培
推
進
大
会

農
業
機
械
課

J
A
長
野
県
営
農
セ
ン
タ
ー

開会の挨拶をする片桐雅樹営農センター長 

㈱ナイルワークス　会社概要
資本金：4億 8,770 万円
主な株主：全農、農林中央金庫、クミアイ化学工業㈱、
INCJ、住友化学㈱、住友商事㈱
事　業：営農支援ドローンシステムの企画開発

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
と
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
花
き
専
門
委
員
会

は
１
月
31
日
㈭
・
２
月
１
日
㈮
、
Ｊ
Ａ
南
信
会
館
（
伊

那
市
）
で
「
第
50
回 

信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー 

ウ
ィ
ン

タ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

気
象
変
動
に
よ
る
栽
培
管
理
へ
の
影
響
が
目
立
ち
、

特
に
本
年
は
降
水
量
が
少
な
い
干
ば
つ
傾
向
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
が
、
生
産
者
・
関
係
者
の
努
力
に
よ
り

３
６
９
点
（
昨
年
３
７
２
点
）
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

甲
乙
つ
け
が
た

い
出
品
物
の
中

で
農
林
水
産
大

臣
賞
を
受
賞
し

た
Ｊ
Ａ
上
伊
那

の
酒
井
弘
道
さ

ん
の
ア
ル
ス
ト

ロ
メ
リ
ア
「
ピ

ン
ク
テ
ィ
ア

ラ
」
は
、
出
品

数
の
７
割
以
上

を
占
め
る
ア
ル

ス
ト
ロ
メ
リ
ア

の
中
で
も
特
に
「
発
色
と
草
姿
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
」

と
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
は
、
長
野
県
が
日
本
一
の
生

産
量
を
誇
る
ダ
リ
ア
や
冬
季
の
主
要
品
目
で
あ
る
ア
ネ

モ
ネ
の
出
品
数
も
多
く
、花
木
類
で
は
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、桜
、

ア
カ
メ
ヤ
ナ
ギ
の
出
品
も
あ
り
、
県
内
に
お
い
て
多
彩

で
高
品
質
な
切
花
や
花
木
類
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
来
場
者
に
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
小
学
生
を
招
待
し
た
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
や
、
保
育
園
児
を
招
待
し
た
会

場
見
学
は
、
県
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
花
き
に
親
し
む

〝
花
育
〞
活
動
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
参
加
し

た
小
学
生
と
園
児
は
、
県
内
で
生
産
さ
れ
た
鮮
度
抜
群

の
切
花
を
持
ち
帰
り
、
家
族
で
会
話
が
弾
ん
だ
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　

信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
は
、「
生
産
者
の
栽
培
技
術

を
競
い
、
技
術
の
向
上
と
本
県
花
き
産
業
の
振
興
を
図

る
」
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
夏
と
冬
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
長
野
県
産
花
き
類
の
生
産
振
興
と
生
産
技

術
の
向
上
、
消
費
拡
大
に
つ
な
が
る
取
組
み
を
進
め
ま

す
。 

▼
野
菜
花
き
課

第
50
回 

信
州
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー 

ウ
ィ
ン
タ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

農
林
水
産
大
臣
賞
は
Ｊ
Ａ
上
伊
那
の

酒
井
弘
道
氏（
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
）が
受
賞

賞

品
目
名

品
種
名

受
賞
者

J
A
名

農
林
水
産
大
臣
賞
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ

酒
井　

弘
道

上
伊
那

農
林
水
産
省

生
産
局
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ミ
ス
ト
ラ
ル

唐
澤　

勲

上
伊
那

農
林
水
産
省

関
東
農
政
局
長
賞
ア
ネ
モ
ネ

ミ
ス
ト
ラ
ル
プ
ラ
ス

上
原　

亮
一

信
州
諏
訪

全
国
農
業
協
同
組

合
連
合
会
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
エ
レ
ガ
ン
ス

中
原　

睦
男

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ゴ
ー
ル
ド

伊
藤　

哲

上
伊
那

長
野
県
知
事
賞

ダ
リ
ア

彩
雪

塩
澤　

利
廣

み
な
み
信
州

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ア
メ
ジ
ス
ト

栁
沢　

一
夫

信
州
諏
訪

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

吉
澤　

栄
二

上
伊
那

レ
ン
ギ
ョ
ウ

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
レ
ン
ギ
ョ
ウ

井
出　

誠

佐
久
浅
間

日
本
花
き
卸
売
市

場
協
会
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
バ
リ

有
賀　

美
和

上
伊
那

ア
ネ
モ
ネ

ミ
ス
ト
ラ
ル
プ
ラ
ス

平
出　

千
里

信
州
諏
訪

フ
ラ
ワ
ー
産
業

議
員
連
盟
会
長
賞
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ミ
ス
ト
ラ
ル

飯
沼　

輝
雄

上
伊
那

長
野
県
農
業
協
同

組
合
中
央
会
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
サ
プ
ラ
イ
ズ

飯
島　

守

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ

㈲
末
広
農
園

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ー
チ
ェ

㈲
信
州
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ベ
ル
ー
ガ

市
川　

一
人

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
サ
ン
マ
リ
ノ

は
と
ざ
わ
園
芸 

栁
澤
源
悟

信
州
諏
訪

ダ
リ
ア

ラ
ラ
ラ

大
平　

正
彦

み
な
み
信
州

全
国
農
業
協
同
組

合
連
合
会
長
野
県

本
部
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
タ
ラ
ン
テ
ィ
ー
ノ

小
澤　

信
義

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
サ
プ
ラ
イ
ズ

伊
澤　

修
司

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ア
レ
ク
シ
ア

永
井　

智

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ

清
水　

千
博

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ホ
ッ
ト
ペ
ッ
パ
ー

久
保
田　

卓
二

上
伊
那

ア
ネ
モ
ネ

ミ
ス
ト
ラ
ル
プ
ラ
ス

伊
藤　

佐
九
次

信
州
諏
訪

伊
那
市
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
エ
レ
ガ
ン
ス

矢
野　

源
彦

上
伊
那

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

パ
リ
ス

阿
部　

和
博

佐
久
浅
間

フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

運
営
委
員
長
賞

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
サ
プ
ラ
イ
ズ

福
嶋　

弘

松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ブ
ラ
ン

古
畑　

雅
一

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ブ
ラ
イ
ズ
メ
イ
ド

篠
原　

万
郎

信
州
諏
訪

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ

紫
芝　

寿
孝

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
モ
ー
シ
ョ
ン

矢
崎　

深
志

信
州
諏
訪

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ハ
ニ
ー
ソ
フ
ィ
ア

小
笠
原　

秀
樹

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ヴ
ォ
ー
グ

農
事
組
合
法
人
ら
い
ふ
上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
マ
ッ
サ

赤
羽　

今
男

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
エ
ナ
ジ
ー

㈲
白
鳥
園
芸

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
ピ
ン
ク
テ
ィ
ア
ラ

西
尾　

裕
幸

上
伊
那

ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
マ
ッ
サ

上
條　

誠
司

松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド

ア
ネ
モ
ネ

ミ
ス
ト
ラ
ル
プ
ラ
ス

伊
藤　

孝
一

信
州
諏
訪

レ
ン
ギ
ョ
ウ

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
レ
ン
ギ
ョ
ウ

柳
沢　

正
強

佐
久
浅
間

サ
ク
ラ

東
海
桜

柴
田　

千
代
子

佐
久
浅
間

第50回信州フラワーショー ウィンターセレクション入賞者 （敬称略）

農林水産大臣賞を受ける酒井さん

※表紙右上の写真／農林水産大臣賞を受賞したアルストロメリア「ピンクティアラ」
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A-Reports

　
「
三
寒
四
温
」
の
言
葉
ど
お

り
暖
か
い
日
も
あ
り
、
春
が

少
し
近
づ
い
て
き
た
感
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
ま
た
花

粉
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

最
近
、
気
象
庁
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
が
、
ス
ギ
花
粉

の
飛
散
が
２
月
末
か
ら
始
ま

る
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
「
裏
年
」
で
、
非

常
に
飛
散
の
多
か
っ
た
昨
年

よ
り
は
少
な
い
も
の
の
例
年

よ
り
量
は
多
い
予
想
で
す
。

そ
し
て
飛
散
の
ピ
ー
ク
は
、

桜
の
満
開
の
頃
、
例
年
よ
り

は
早
い
と
の
事
。

　

私
も
そ
う
で
す
が
花
粉
症

の
重
い
方
は
、
治
療
薬
と
と

も
に
花
粉
用
の
マ
ス
ク
や
メ

ガ
ネ
の
準
備
が
必
要
で
す
ね
。

決
定
的
な
治
療
法
は
ま
だ
な

い
そ
う
で
す
が
、
日
常
生
活

で
と
れ
る
対
策
を
と
っ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

　

30
年
度
も
ご
愛
読
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

４
月
号
か
ら
紙
面
も
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
Ｋ
）

畜
産
課

改
革
推
進
・
企
画
課

3月の動き▶
改革推進・
企 画 課

3/14㈭、
3/22㈮

子会社臨時株主総会・取締役会
JA長野県ビル、JA中信会館

総務広報課

3/9㈯
松本山雅FCホームゲームイベン
ト（きのこPR、ベンチコート贈呈）
サンプロアルウィン（松本市）

3/12㈫
～17㈰

全農全日本
ミックスカーリング選手権
軽井沢風越アリーナ

3/27㈬ 会員会議
JA長野県ビル

3/30㈯・
31㈰

JA全農杯全国選抜少年サッカー大会
2019北信越大会
佐久総合運動公園陸上競技場

人 事 課
3/29㈮ 定年退職者辞令交付式

JA長野県ビル

4/1㈪ 新採用職員入会式
JA長野県ビル

生産販売企画課
JA長野県

農産物PR協議会

3/9㈯、
10㈰

ふるさとの食にっぽんの食
全国フェスティバル
NHK放送センター、代々木公園（東京・
渋谷）

生産販売部、
畜産酪農部、
PR協議会

3/21（木・祝） SBCこどもフェスティバル長野市・トイーゴ

区分
部門 実　績 計画比 前年比

米 穀 15,300 100 97 

果 実 35,316 101 104 

野 菜 花 き 66,256 102 112 

野菜種苗センター 171 101 99 

き の こ 16,358 85 95 

営 業 12,667 90 102 

生 産 販 売 部 計 146,069 98 105 

包 装 資 材 7,333 94 96 

生 産 資 材 10,115 105 104 

農 業 機 械 6,217 106 95 

施 設 住 宅 3,568 120 96 

生 産 購 買 部 計 27,233 104 99 

畜 産 11,570 111 99 

三 岳 牧 場 274 104 94 

SPF繁殖センター 261 107 113 

酪 農 15,531 106 98 

八 ヶ 岳 牧 場 200 71 78 

畜 産 酪 農 部 計 27,835 108 98 

燃料・ホームエネルギー 22,483 116 106 

Ｓ Ｓ 協 同 経 営 9,781 113 109 

生 活 9,974 96 94 

生 活 部 計 42,238 110 103 

長 野 県 本 部 計 243,375 102 103 

平成30年度1月末部門別実績表
JA全農長野の事業現況▶

(単位:百万円,％)

（内部販売高含む）

3月のラジオ番組表▶
放送日時 放送局 番組名 放送内容（予定）

3/5㈫
16:10

SBC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」

1級フードアナリスト
中島麻希さんのお話

3/12㈫
16:10

SBC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」

インターバル速歩と
牛乳

3/19㈫
16:10

SBC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」

乳和食レシピの
紹介

3/26㈫
16:10

SBC
ラジオ

情報わんさかＧＯ！ＧＯ！
ワイドらじ☆カン内「ミルクマガジン」 牛乳クイズ

ＪＡファームセンターより ホームページリニューアルのお知らせ

　

Ｊ
Ａ
全
農
長
野
は
２
月
１
日
㈮
、
Ｊ
Ａ
長
野

県
青
年
部
協
議
会
（
県
青
協
）
と
の
意
見
交
換

会
を
Ｊ
Ａ
長
野
県
ビ
ル
で
開
き
ま
し
た
。
地
域

農
業
の
担
い
手
で
あ
る
県
青
協
の
役
員
や
当
県

本
部
の
役
職
員
な
ど
50
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
作
物
別
に
事
前
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

意
見
交
換
の
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
う
え
で
分
科

会
に
臨
み
ま
し
た
。
果
樹
の
分
科
会
で
は
「
販

売
か
ら
見
る
信
州
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
に
つ
い

て
」、
野
菜
花
き
の
分
科
会
で
は
「
販
売
力
強

化
に
向
け
て
」、
き
の
こ
分
科
会
で
は
「
価
格

安
定
対
策
に
つ
い
て
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
毎
の
意
見
発
表
に
お
い
て
は
、「
全

農
の
持
っ
て
い
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
等
が
な
か

な
か
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
情
報
の
や
り
取
り
が

必
要
」「
全
農
の
消
費
宣
伝
活
動
に
青
年
部
も

一
緒
に
参
加
す
る
」「
市
場
価
格
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
や
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
い
て
引
き
続
き

努
力
し
て
欲
し
い
」
な
ど
、
青
年
部
と
県
本
部

が
互
い
の
立
場
を
理
解
し
、
建
設
的
な
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
当
県
本
部
の
小
澤
卓
夫
生
産
販
売

部
長
な
ら
び
に
平
林
務
畜
産
酪
農
部
長
よ
り
意

見
発
表
の
講
評
と
日
頃
の
生
産
努
力
に
対
し
て

感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
今
後
一
層
の
連
携

と
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

一
方
、県
青
協
の
柿
嶌
洋
一
会
長
か
ら
は「
有

意
義
な
意
見
交
換
会
に
な
っ
た
。
今
年
は
分
科

会
の
進
め
方
を
変
え
、
し
っ
か
り
と
意
見
交
換

が
で
き
た
。
次
年
度
は
ぜ
ひ
２
回
行
い
た
い
」

と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

分
科
会
で
活
発
な
意
見
交
換

〜
Ｊ
Ａ
長
野
県
青
年
部
協
議
会
と
意
見
交
換
会
〜

　

J
A
長
野
県
・
信
州
肉
牛
生
産
販

売
協
議
会
と
J
A
全
農
長
野
畜
産
課

は
1
月
29
日
㈫
と
30
日
㈬
の
２
日
間
、

「
第
44
回
肉
牛
を
育
て
る
女
性
の
集

い
」
を
昼
神
温
泉
で
開
き
、
肉
牛
の

肥
育
や
繁
殖
を
手
掛
け
る
50
名
の
女

性
が
県
内
各
地
か
ら
集
合
し
ま
し
た
。

　

分
科
会
で
は
10
名
ほ
ど
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
日
頃
の
飼
養
管
理

の
悩
み
や
苦
労
を
語
り
、
グ
ル
ー
プ

内
で
の
共
感
の
声
を
受
け
、

思
い
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
お
楽
し
み
企
画
」

と
し
て
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
作
り
を
体
験
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
講
師
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
花
を

カ
ッ
ト
し
、
全
体
が
丸
く
な

る
よ
う
に
吸
水
性
ス
ポ
ン
ジ

に
挿
し
ま
す
が
、
同
じ
花
を

使
っ
て
も
大
き
く
広
が
る
人
、

こ
じ
ん
ま
り
と
ま
と
ま
る
人

な
ど
個
性
が
あ
り
、
皆
さ
ん

笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
は
、
飼
養
管
理

な
ど
で
旅
館
へ
ゆ
っ
く
り
泊
ま
る
機

会
を
な
か
な
か
取
れ
な
い
皆
さ
ん
に
、

疲
れ
を
癒
し
て
気
分
転
換
を
し
て
も

ら
い
、
明
日
か
ら
の
活
力
に
な
る
よ

う
に
と
年
に
一
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
い

う
声
が
多
く
、
事
務
局
で
は
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
次
年
度
以
降
も
取
り

組
み
ま
す
。

英
気
を
養
い
明
日
か
ら
の
活
力
に

〜
第
44
回
肉
牛
を
育
て
る
女
性
の
集
い
〜

和やかな雰囲気の分科会

県青協意見交換会（果樹分科会）

※表紙右下の写真／分科会後の意見発表

ＪＡファームセンターのホームページが、2月中旬にリニューアルしました。
新しいホームページでは、パソコンやスマートフォン、タブレットなどのブラウザの
幅に合わせて表示サイズを自動調整するマルチデバイスを採用し、セールなどの
お知らせを県本部ホームページにも掲載します。
ホームページリニューアルに伴い、ＵＲＬが変更になりましたので、ブックマークし
ている場合はお手数ですが再度登録をお願いいたします。
皆さまのお役に立てる情報をタイムリーに発信していきますので、ご期待ください。

ＪＡファームホームページＵＲＬ　https://www.nn.zennoh.or.jp/jafarm/
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グ
リ
ー
ン
レ
ー
ダ
ー
3
月
号
（
毎
月
発
行
）
　
2
0
1
9
年
2
月
20
日
発
行
　
第
4
7
8
号

発
行
／
J
A
全
農
長
野
　
長
野
市
大
字
南
長
野
北
石
堂
町
1
1
7
7
番
地
3
　
発
行
人
／
小
林
哲
男
　
印
刷
／
P
O
印
刷
株
式
会
社
　
長
野
市
青
木
島
3
丁
目
3
番
地
3

JA全農長野ホームページ https://www.nn.zennoh.or.jp

インターネットで産地直送「JAタウン」 https://www.ja-town.com




